
  

家族構成に合わせた必要最低限の物資をリュックサックなどの非常持出袋に入れて、いつでも持

ち出せるようにしておきましょう。 

  

●避難する前に確認 

 火元の点検、電気のブレーカーを切ること。 

●動きやすい服装、複数人で避難を 

 避難するときは、スニーカー等動きやすい格好で、また、２人以上での行動を心がけよう。 

●車での移動は控えよう 

 浸水場所では、車が水に浸かって動かなくなったりして、緊急自動車の障害となります。 

「地震のあと」に想定される災害 

 

 

 

 

「大雨のとき」に想定される災害 

平成２８年熊本地震や平成３０年７月豪雨

など、近年の災害において、ため池が決壊

し、下流の地域で被害が発生しています。 

このハザードマップは、大雨や地震等の災

害によりため池が決壊する恐れのある場合又

は決壊した場合に迅速かつ安全に避難するた

めに役立てるための情報を記載しています。 

①避難場所と避難経路の確認 

 ハザードマップ上で、自宅などの位置を確認

しましょう。 

 水は高いところから低いところに流れ、道路は洪

水の通り道になるおそれがあります。日頃から、どう

避難するか地形を見て確認しておきましょう。 

②非常時持出品の準備 

 家族構成に合わせた必要最小限の物資をリュ

ックなどの非常時持出袋に入れて、いつでも持

ち出せるようにしておきましょう。 

③正確な情報収集と自主避難を心がけましょう。 

 ラジオやテレビで正確な情報を収集しましょ

う。危険を感じたら、市・警察・消防等に連絡す

るとともに自主的に避難しましょう。 

④避難の呼びかけに注意しましょう。 

 危険が迫ったときには、市から避難の呼びか

けをすることがあります。テレビ・ラジオ・サ

イレン音などの情報に十分注意し、呼びかけが

あった場合は速やかに避難してください。 

避難場所  

集合場所  

氏  名 続柄 緊急連絡先 

    

    

 

ため池ハザードマップの使い方 

避難のポイント 

令和６年３月発行 

【ハザードマップに関するお問い合わせ先】 

 光市経済部農林水産課／電話 0833-72-1509 
非常持出品の準備 

●ため池決壊について知ろう 

◆ため池決壊の原因（大雨と地震） 

 

 集中豪雨や長雨、土砂災害や流木など

によって、ため池の水位が上昇すると、堤

防で漏水が起こったり、越水した水の勢

いで堤防が浸食されて、ため池が決壊す

るおそれがあります。 

 

 地震による強い揺れによって、堤防に

亀裂や陥没などが発生したり、地盤が液

状化して、ため池が決壊することもあり

ます。 

大雨 

地震 

◆ため池決壊と同時に発生 

するおそれがある災害 

津波        火災          液状化       土砂災害 

土砂災害         河川氾濫      内水氾濫 

□洗面用具  □筆記用具 □衣類（下着） □タオル    □雨具（かっぱ、傘）    □救急セット 

 
□トイレットペーパー 

 

 

□飲料水   □食料（アルファ化米・缶詰等） □懐中電灯・電池  □携帯ラジオ・携帯用充電器   □軍手     □生理用品    □マスク 

□貴重品 

 （現金・通帳・印鑑） 


